


【用意するもの】

ビーズ大、ビーズ小、長方形ビーズを揃えるのがむず
かしければ、色や形でわけるのもOK!

ビーズ大（直径５㎜程度）・・・２２個

ビーズ小（直径４㎜程度）・・・２２個

長方形ビーズ・・・２０個

ワイヤー（太さ0.4～0.5㎜）
・・・長さ７０～７５㎝

《DNAアクセサリー入門編》
にゅうもんへん

ようい

ちょっけい ていど

そろ



①ワイヤーを半分に折る

③ねじったのと反対側から
ビーズを通していく。

②折った場所を２㎝程度、
３回ねじる。

お

ていど

はんたいがわ

はんぶん

ばしょ

とお



④右のワイヤーには
ビーズ大→ビーズ小の
順番に通す。
左のワイヤーには
ビーズ小→ビーズ大の
順番に通す。

⑤長方形ビーズを通す。

じゅんばん とお



⑥右のワイヤー先端を、
左の長方形ビーズへ
上から通す。

せんたん



⑦左のワイヤー先端も同じ
ように、右のワイヤーの
長方形ビーズへ上から通す。

せんたん



⑧ワイヤーが互い違いに
長方形ビーズから出る。

⑨ワイヤーをひっぱり、
ビーズとビーズの間の
隙間がなくなるまで
しぼると一段目の完成！

たが ちが

すきま

いちだんめ かんせい



⑩この後は③～⑨をくりかえす。
ビーズ大、ビーズ小の順番
を間違えないように気を付け
る。

まちが

じゅんばん



⑪ビーズを全部
通しおわったら

⑫ワイヤーの
端と端をクロスして

⑬全部ねじる

はし はし

ぜんぶ

ぜんぶ



⑭全部ねじったら
⑮細い先端が刺さらない
ように半分に折り返す

ほそ

ぜんぶ

せんたん さ

お かえ



⑯できたはしごを ねじったら二重らせん構造の
DNAアクセサリーの完成！

にじゅう こうぞう

かんせい



【用意するもの】

ビーズ大（直径５㎜程度）・・・２０個

※ビーズ大はDNAを構成する「リン酸」という
物質を表します。

ビーズ小（直径４㎜程度）・・・２０個

※ビーズ小はDNAを構成するデオキシリボース
という名前の「糖」を表します。

長方形ビーズ（４色）・・・各５個
※DNAを構成する４種類の「塩基」を表します。
それぞれ、アデニン、チミン、グアニン、シトシンといいます。
※４色は写真と異なっていてもOKです。

ワイヤー（太さ0.4～0.5㎜）・・・長さ７０～７５㎝

《DNAアクセサリー発展編》
はってんへん

こうせい さん

ぶっしつ あらわ

とう

こうせい

こうせい しゅるい えんき

しゃしん こと

ふと なが



①まずは長方形ビーズ（塩基）の
種類を決める。

DNAの中では
アデニンとチミン、
グアニンとシトシンは
必ずペアになっています。

と

ここでは

と

とします。

・・・アデニン ・・・グアニン

・・・シトシン ・・・チミン

が必ずペアになる。

が必ずペアになる。

えんき

しゅるい

かなら



②作り方は《入門編》と同じ。
長方形ビーズは必ず、
①のペアになるように。

片方がアデニンなら、
もう片方はチミン。

片方がグアニンなら、
もう片方はシトシン。

ペアの左右は逆になっても
よいが、ペアは崩さないよ
うに気を付ける。

にゅうもんへん

かたほう

ぎゃく

くず

つ



④DNAの中の塩基の並び方を
「塩基配列」という。

この塩基配列に遺伝情報が
含まれている。

⑤二重らせん構造にして、
完成！

シトシン

グアニン

チミン

チミン

アデニン

シトシン

チミン

グアニン

アデニン

シトシン塩
基
配
列

えんき なら かた

えんきはいれつ

いでんじょうほう

ふく

こうぞうにじゅう

かんせい



DNAとは
細胞の核の中の染色体にある。
からだをつくる「設計図」が含まれている。

DNA

細胞の核

細胞の核の中には
染色体があります。
ヒトでは46本の染色
体があります。

染色体

DNAは染色体の中
に細かくおりたたま
れています。

さいぼう かく せんしょくたい

さいぼう かく せんしょくたい

せっけいず ふく



生物のからだはそれぞれの設計図（DNA）を
両親からもらってうまれる。

ヒトのからだをつくる
DNA

鳥のからだをつくる
DNA

魚のからだをつくる
DNA

せいぶつ せっけいず

りょうしん



親から子へ、DNAを受け継いでいく。

おじいさん、おばあさんから
おとうさん、おかあさんへ

おとうさん、おかあさんから
子どもたちへ

う つ



DNAが受け継がれているため！
DNAには遺伝情報（遺伝子）がある。

兄弟は見た目が
似ていることがある

親子で見た目が
似ていることがある
に

に

う つ

いでんじょうほう いでんし



DNAははしごをねじったような形である。

はしごをねじった
ような形をしている

DNAの一部を
拡大すると

このような形を二重らせん構造という。

かくだい

いちぶ

かたち

にじゅう こうぞう



特定の遺伝子を組み込み、
あらゆる組織のもとになる「iPS細胞」

大豆などにDNAを注入した
「遺伝子組換え作物」

遺伝子を取り出して、

生物やウイルスを特定する
「遺伝子検査」

※遺伝子検査では「DNA」ではなく「RNA]を
使用する場合もあります。

特定遺伝子を
組み込む

iPS細胞
ひふ細胞

あ
ら
ゆ
る
組
織
の
も
と
に
な
る

筋肉の細胞

血液の細胞

眼の細胞

神経の細胞

りよう ぎじゅつ

ちゅうにゅう

いでんし くみか さくもつ

いでんし

せいぶつ とくてい

いでんしけんさ

とくてい いでんし

そしき さいぼう

く こ


